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市民、事業者の自発的な環境保全活動について、宇治市の現状は次のとおりです。
市全体が一体となった環境保全活動に対する市民、事業者の関心は高い一方、環境保全
計画の認知度やエコファミリー＊事業の参加世帯数は低迷しています。
このような現状を踏まえ、

　　　市民・事業者・市の3者が協働し、
環境保全活動のさらなる活性化に向けた取組み を設定します。

基本方向⑭　地域の力を活かし、環境保全活動に取り組む

市の取組み
  基本施策

  　市民・事業者・市の協働体制をつくります
●市民の行動を促すための協働の体制づくりを進めます。
●環境学習会や出前講座の充実に努めます。
●宇治市地球温暖化対策推進パートナーシップ会議（ecoエコット宇治）＊を中心に、
市民・事業者・市が協働して、自発的に温室効果ガス＊排出削減に取り組みます。

  　市民・事業者に情報を提供します
●市のホームページ等を活用し、環境保全計画の内容の普及・啓発活動を行います。

  　市民・事業者の環境保全活動を支援します
●ボランティアの育成、活動への支援を通して、自発的な環境活動への参加を広めます。

取組み指標
項目

環境美化活動の
参加延べ人数

現状（2009（平成21）年度）

3,400人

将来展望

（増加）

出典：宇治市第5次総合計画

⇒

市民の取組み
●環境保全に取り組む市民団体等に参加、協力しましょう。
●環境保全活動に取り組む団体などとのネットワークづくりを進めましょう。
●エコファミリー事業に参加し、家庭内のエコ活動に取り組みましょう。

事業者の取組み
●市民団体や市が主催する活動に協力しましょう。
●社員から環境に関する取組みの責任者を指名し、社内の環境保全活動に取り組み
ましょう。
●市民や市と環境に関する情報を共有しましょう。

エ コ

市民、市と力を合わせ環境保全活動に取り組みましょう

事業者、市と力を合わせ環境保全活動に取り組みましょう

5.1　　推進体制
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図5-1　宇治市環境保全計画推進体制図

　本計画を推進するためには、市民・事業者・市の協働のもと、関連する団体との連携を図りなが

ら取組みを進める必要があります。また、庁内の関係する部署は、相互連携を進め、横のつながり

を密にすることで、課題に対してより柔軟に対応する必要があります。これらのことから、以下に

示す推進体制のもとに、計画を推進します。

　

■市民・事業者

市民や事業者の代表は「宇治市環境保全審議会」に参画し、市から報告を受けた計画の推進状

況に対して提言を示します。また、国、京都府、近隣市町の施策に対して参加・協力します。

■宇治市地球温暖化対策推進パートナーシップ会議（ecoット宇治）＊他関連団体

　　市民・事業者・市および関連団体が協働し、地球温暖化対策の取組みを推進します。

■宇治市環境保全審議会

　　環境保全計画の見直しを行う際に、必要に応じて市に提言を示します。

■環境保全連絡調整会議

環境保全連絡調整会議は、計画推進にあたり庁内の関係部局の意見調整を行うとともに、進捗

状況の把握・進行管理を行います。また、進捗結果について「宇治市環境保全審議会」からの提

言を踏まえて、取組み内容の見直し等を行います。
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